
インフルエンザ対応登園許可証明書 
（この証明書は、園医の指導を受けて法人で作成しました） 

                       	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	    	 	 	 	 	                  
鶴見乳幼児福祉センター保育園	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 組 

 
病	 名	 「	 インフルエンザ	 	 	 	 	 	 	 	 」	 	 	 	  児童氏名                        

 
 
	 	 年	 	 月	 	 日から症状も回復し、集団生活に支障がない状態になったので登園可能と判断します。 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
 
 

 

 
	 	 	 年	 	 	 月	 	 	 日 

 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 医療機関名	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 医師名	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 印又はサイン 
保育所は乳幼児が集団で長時間生活を共にする場です。感染の集団発症や流行をできるだけ防ぐことで、 
子どもたちが一日快適に生活できるよう、登園許可証明書の提出をおねがいします。 
	 感染力のある期間に配慮し、子どもの健康回復状態が集団での保育所生活が可能な状態となってからの登園 
となるようにご配慮下さい。 

 

※「発症した後５日を経過」し、かつ「解熱した後３日を経過」の両方を満たす期間、登園することが

出来ません。どんなに早く熱が下がったとしても、最低「発症した後５日を経過」するまでは出席停止と

なります。解熱（熱が下がった）日によって、出席停止日が延長していきます。（例３・４）

※発症日は、病院を受診した日ではなく、インフルエンザ様症状（発熱等）が始まった日です。

病院受診時に、医師に発症日の相談・確認をしてください。

※発熱した日→発症日＝発症０日目　・　発症日の翌日→発症後１日目　・　解熱した日の翌日→解熱1日目

発症日

(発熱初日)

０日目 １日目 ２日目 ３日目 ４日目 ５日目 ６日目 ７日目 ８日目

発熱 解熱 解熱1 日目 解熱2 日目 解熱3 日目 出席停止

発熱 解熱 解熱1 日目 解熱2 日目 解熱3 日目

発熱 解熱 解熱1 日目 解熱2 日目 解熱3 日目

発熱 解熱 解熱1 日目 解熱2 日目 解熱3 日目

（その後は、解熱した日によって出席停止日が順次延長されていきます。）

例４
発症後４日目に

解熱した場合

登園

できます

O K

例

登園

できます

O K
登園

できます

O K

例２
発症後2日目に

解熱した場合

例３
発症後３日目に

解熱した場合

発　　　症　　　後

登園

できます

O K
例１

発症後1日目に

解熱した場合

(最低基準)

「インフルエンザ出席停止期間早見表（乳幼児）」

発症（発熱等）日：	   年	 	 月	 	 日（発症後５日を経過した次の日から）	 	 月	 	 日から 
かつ 
解	 熱	 日：        	 年	 	 月	 	 日（解熱後３日を経過した次の日から）	 	 月	 	 日から 
 
 
 


